
電気科のテーマ

『学校を明るくしよう 』
SDGｓの考え方を取り入れて

土浦工業高校 電気科
チャレンジプロジェクト紹介

土浦工業高校のテーマ

『ＳＤＧｓの考え方を踏まえた環境教育の実践』

本校電気科では茨城県の「チャレンジプロジェクト」を活用して、

３年生の課題研究で『学校を明るくしよう』をテーマに、SDGｓの考

え方を取り入れ、脱水銀による環境の改善、二酸化炭素の削減による

低炭素社会、資源の再利用による産業廃棄物の削減、明るく安全な学

校環境作りを目指して取り組んでいます。

2020年は２つのテーマを実施しました。１つは「電気棟を明るく

しよう」をテーマとして、電気実習棟の蛍光灯460本を安定器と一緒

に取り外して、LED照明に交換し、消費電力６０％の削減・照度７０

％アップ・機器寿命3.5倍にアップを達成しました。

２つ目は「駐輪場を明るくしよう」をテーマに、駐輪場の水銀灯4灯

を、高輝度４０ｗのLED照明15本に交換し、消費電力65％の削減・

機器寿命5倍にアップを達成しました。

生徒達はこれらの授業を通して、自分達が学んだ知識や技術を活用す

ることで、身近に潜む水銀問題の改善、消費電力の削減による低炭素

社会への貢献、アイデアや工夫で産業廃棄物の削減が出来る事、防犯

面でも安心で、明るい環境づくりを学ぶことが出来ました。

電気科として、これらの事業を来年度以降も継続し、少しでも持続

可能な社会の実現に貢献していきたいと考えています。
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